
新統合病院「(仮称)加古川中央市⺠病院」
整備事業の進捗及び開院について

１．施設概要

２．開院スケジュール（開院⽇）

３．新統合病院「(仮称)加古川中央市⺠病院」の整備内容

４．運営⽅針（理念、基本⽅針）
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地⽅独⽴⾏政法⼈加古川市⺠病院機構



施設概要（外観イメージ）

病院棟

来院駐⾞場棟

職員駐⾞場棟

講堂棟
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施設概要（院内配置・フロアー構成）

【病棟配置】 ①⽿⿐咽喉科・眼科・⽪膚科・⼝腔外科 ②糖尿病代謝内科・腎臓内科・泌尿器科・総合内科・救急科
③呼吸器内科・呼吸器外科・脳神経外科・神経内科 ④婦⼈科・放射線科・腫瘍⾎液内科・リウマチ
⑤消化器内科 ⑥消化器外科 ⑦循環器内科 ⑧循環器内科・⼼臓⾎管外科・形成外科 ⑨整形外科
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消化器センター

心臓血管センター

周産母子センター
こどもセンター

がん集学的治療センター

手術部門
ICU部門

救急部門 救急

屋外リハビリ

透析



施設概要（建設⼯事進捗状況）

⼯事現場全景写真

H27.11.30現在

進捗率：66%
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開院へのスケジュール

H28年
4⽉中旬

H26年
3⽉19⽇
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６⽉中旬

・移転作業
（機器設置、情報システム）
・広報、周知
・近隣病院協⼒要請
・各種届出、申請

住
⺠
向
け
内
覧
会

患
者
移
送

※⼯期は当初計画の２７ヵ⽉から
２５ヵ⽉に短縮
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新統合病院のあり⽅（機能）

地域医療の基幹病院としての総合医療を提供

医療上の重点課題（４疾病４事業）への対応を強化・充実

基幹的な診療科のセンター化による診療機能のレベルアップ

神⼾⼤学の重点関連病院として、臨床研究・教育研修のできる
体制を構築

あらゆるスタッフの教育およびキャリアアップを⽀援

地域医師会と連携しながら、２次救急患者の受⼊れに貢献

患者を中⼼とした医療連携による地域完結型医療の推進

新統合病院基本構想（平成２４年４⽉策定）
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新統合病院のあり⽅（施設整備⽅針）

① 急性期総合医療、救急医療を提供する機能

② 患者⽀援に配慮した温かみのある療養環境

③ チーム医療の推進に向けた職場環境

④ 将来の⾼度医療導⼊可能な可変性、拡張性

⑤ 働きやすく、学べる病院としての環境

⑥ ⾃然災害時にも機能維持できる設備

⑦ 医療安全、防犯、セキュリティの確保

７つの整備⽅針に配慮した魅⼒ある病院の整備

新統合病院基本構想（平成２４年４⽉策定）
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新統合病院の規模・機能

診療科：30診療科
総合内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、糖尿病・代謝内科、
腫瘍・⾎液内科、リウマチ科、腎臓内科＊、神経内科＊、⼩児科、
外科、消化器外科、⼼臓⾎管外科、呼吸器外科＊、⼩児外科、
整形外科、形成外科、リハビリテーション科、眼科、⽿⿐咽喉科、
⽪膚科、産婦⼈科、泌尿器科、脳神経外科、放射線科（診断・治療）、
⿇酔科、精神科、⻭科⼝腔外科、病理診断科、救急科

＊新規開設予定診療科

病床数：⼀般600床
（E-ICU 12床、G-ICU 14床、HCU 8床、NICU 15床、GCU 30床、

MFICU 6床を含む）
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新統合病院の主要機能（５⼤センター）

 消化器センター（消化器癌の早期治療と総合的診療機能）

 ⼼臓⾎管センター（東播磨地域の⼼臓⾎管疾患治療の中核機能）

 こどもセンター（⼩児救急から⾼度専⾨医療まで包括的な診療機能）

 周産⺟⼦センター（総合周産期⺟⼦医療センターに向けた整備）

 がん集学的治療センター（地域がん診療連携拠点機能）

各診療科の枠を超えた緊密なチーム医療を実現するために、院内の特徴
ある診療機能の集約（センター化）を図り、より⾼度で専⾨的な総合診
療体制を整備。
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新統合病院の主要機能（教育⽀援センター）

平成27年度の状況 （ ）は法⼈設⽴時の平成23年4⽉1⽇の状況

 医師数：147⼈ ⇐ （127⼈）
 初期臨床研修医：12⼈ ⇐ （１０⼈）※平成28年度：8⼈採⽤予定（うち神⼾⼤学7⼈）

 後期専攻医：１６⼈ ⇐ （10⼈）
 学会認定等：４９施設 ⇐ （３４施設）
 学会発表（海外）への⽀援：３１⼈ ※法⼈設⽴以降

 専⾨看護師：1⼈ 認定看護師：１４⼈
 実習⽣受⼊：医師35⼈ 看護師650⼈ 薬剤師 5⼈ 医療技術職 88⼈

学べる病院として、医師をはじめ看護師、薬剤師、医療技術職など全て
のスタッフに対する教育・研修体制を構築。
特に、神⼾⼤学の重点関連病院として、初期臨床研修や後期専⾨医研修
の充実はもとより医学⽣の実習・教育にも貢献。
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新統合病院のその他の重点整備機能

臨床研究・治験センター
研究マインドを持った医療⼈の育成と臨床研究・治験をサポート

⼩児在宅医療⽀援センター
移⾏期医療調整室と連携し、⼩児在宅医療をサポート

健康増進・ヘルスケアセンター
⼈間ドック・特殊検診
⽣活習慣病等の疾病に対する指導・教育

救急ワークステーション
救急救命⼠の実務研修の拠点
ドクターカーの運⽤による地域の病院前救護の向上
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（仮称）加古川中央市⺠病院の運営⽅針

 安全で質の⾼い医療を提供します
 ５⼤センターを中⼼に⾼度専⾨医療を実践します
 救急医療と災害医療の充実に努めます
 患者と協働するチーム医療を推進します
 地域を守る医療・保健・介護・福祉との連携を強化します
 優れた医療⼈を育成します
 持続可能な経営基盤を確⽴します

いのちの誕⽣から⽣涯にわたって地域住⺠の健康を⽀え、
頼られる病院であり続けます

●理 念

●基本⽅針
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